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ＱＣサークル紹介 ＰＣ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

　私たちは、業務効率が悪い職場において、メンバー全員で業務

効率を図り、残業時間の短縮を目標に活動をしました。

　直接お客様と接する部署ではありませんが、お客様やお取引先

業者様、店舗スタッフのためにできることを最大限考え、部門間

の垣根を超えて協力しあい、また、連携を深めるため、積極的に

QC活動に取り組み、活気あふれる活動をすることができました。

私たちＩＣＤＡホールディングスは、

新車・輸入車販売、中古車販売を主体として、

桑名市から伊勢市のエリアに約３０店舗展開してい

ます。

また、リサイクル事業のマークコーポレーションを

含め、SDGsを意識しバリューチェーンクロスミッ

クスビジネスで、お客様のカーライフ満足と付加価

値を提供し地域社会に貢献しております。

拠点紹介です。私たち中古車本部と物流センターは、三重県鈴鹿

市にあります。県道４１号線沿いに向い合っており、中勢バイパ

スまで３分の好立地に新車・中古車のデポックスセンターとして

業務をおこなっております。

私たちの業務は主に、各部門の販売支援として、仕入・登録・

保険・納車整備などを集中して行っている部署です。

ホンブツ龍 ホンブツリュウ



わかったことから、拠店に対して積極的に情報を共有し、連携

をとることで業務量が平準化すると考え、３部門が連携するこ

とが、業務効率を改善出来ると考えました。

次に３部門の連携がなぜ必要なのかを考えました。登録から

納車整備・中古車本部への車両入庫や車両の動きからして

も、３部門の業務は関わりが多く、繋がりが強い部署になり

ます。

サークル名は『ホンブツ龍』です。メンバーは登録課2名、

仕入課２名、物流センター１名、計５名で活動を行いました。

サークルレベルはCゾーン、QC手法を学びながら、Bゾーンを

目指します。

ブレーンストーミングを行い、中古車本部と物流センター

の問題点を洗い出しました。

親和図法を用いて、人・業務・場所・その他に分類し、

パレート図に表してみると業務が、全体の５１％を占めている

ことがわかりました。

さらに業務の項目を親和図法を用いて、量の問題、処理の

問題、情報共有の問題に分類しました。

出てきた問題点をマトリックス図を用いて点数付けをし、『処

理台数が多く、業務効率が悪い』が最も高い点となりました。

さらに連関図を用いて、「なぜ処理台数が多く、業務効率が

悪いのか？」と置き、問題点を深堀していきました。他部門

との連携不足や、業務に対して受け身になっていることがわ

かりました。



目標設定です。業務効率の指標を残業時間に置き換え、2024

年１２月迄に、平均残業時間を１０時間以下にします。

目標の根拠として、各部門が平均２時間を削減することとし、

合計６時間分の削減ができると想定しました。

活動計画です。

青が計画、赤が実績になります。各項目に主担当を置きまし

た。会合回数は１０回、参加率は９３％でした。予定通りに

活動をすることができました。

テーマは、『３部門の連携を深めて効率ＵＰ』に決定しまし

た。

　

現場では、営業スタッフからの問い合わせも多く、対応に

追われることや、車両搬入もかたより作業が進まずに駐車場

にあふれて受け入れができず、結果、拠点への配送も作業が

集中して追い付かず搬出されないことが発生しています。

現物では、拠点への業務連絡ツールとして、それぞれの部門で

各拠点向けに登録スケジュール表や登録依頼書、配送依頼書、

納車整備カレンダーや配送票を活用して情報共有を図っていま

す。

現実では、登録が月末集中になっていることや、車両が予定

通りに引上げされないこと、作業量が集中して依頼通りに作

業できておらず、拠点と３部門間で業務に対する認識に

ギャップがあることがわかりました。

さらに、３部門の残業時間を確認しました。４月～６月の３部

門の平均残業時間は１６時間でした。

現状把握のまとめです。

これらを改善し、業務効率を上げることが必要だとわかりま

した。



対策②配送依頼書を改廃し、全拠点統一する。

配送依頼書の書式が拠点によって違っていたため、確認事項が増

えていました。書式を統一することで、確認事項の減少と陸送会

社様と直接やりとりをすることで引上げの精度を高めます。

さらに配送漏れを完全に防ぐために、追加対策として、未入

庫車両リストを作成し、引き上げてもらうよに指示をしまし

た。対策以降、入庫が促進され、仕入課での作業が進むよう

になりました。

特性要因図を用いて、なぜ処理台数が多く業務効率が悪いのか

を分析してみました。その結果、連携がとれていない。積極性

がない。配信の方法が悪い。下取車両が溜まる。という要因が

明らかになりました。

４つの要因を現状・原因・結果に分け検証したところ、全て

主要因であることがわかりました。

系統マトリックス図を用いて、具体的な対策を立案していきま

した。その結果、①書類回収促進を図る。②配送依頼書を改廃

し、全拠点統一する。③配送カレンダーを作成し配信する。の

３つを対策として実施することにしました。

対策①書類状況を連絡！書類回収促進を図ります。従来の配信の

方法は継続し、週1回、店長との登録推進を実施します。登録日

の確認と、未着書類に対しては案内回数に応じて色付けをし、促

進をしていただくように促しました。

また、登録台数の意思疎通を図るために、入庫済車両の登録予

定日を確認。月内登録をするのかどうかを含め、〇・×形式で

回答いただくようにし、業務配分の目安としました。

対策①の効果は、実施前に比べて２１日以降の登録台数を、

１０％減少することができ、全体的に前倒しが出来ていま

す。残業時間についても効果が期待できます。



効果の確認です。

残業時間を確認したところ、平均１２時間となり、対策前と比

べると減らすことができましたが、目標の１０時間には未達と

なりました。

また対策の効果を各拠点にアンケートを実施しました。

登録課での対策に対して、９４％の人がスケジュールの活用

が出来ている、８８％の人が意識が変わったと回答いただき

ました。

対策③配送カレンダーの作成。

物流センター発信の納車整備カレンダーや配送票だけでは、物

流センターの状況を可視化することが出来ないため、配送台数

の枠を決めExcelにカレンダーシートを作成しました。

　

しかし、Excelファイルを開いてもらわないと状況がわからな

い。カレンダーの改廃作業が難しいとの声が上がりました。

再度カレンダー作成方法を見直し、メールの本文に貼り付けら

れるように変更しました。メッセージと連動して、緊急性をア

ピールしました。

カレンダーの効果を確認しました。

11月に配送台数を確認したところ、配送集中は減っておら

ず、２０台以上の配送が毎月６０％以上あることがわかりま

した。

さらに、物流センターの残業時間を確認したところ、やはり増

加傾向にありました。9月の登録台数の増加が１０月の残業時

間を増やしていることもわかりました。このままでは、残業を

減らすことができません。

残業時間とスタッフの負担を軽減するために、外部業者へ作

業を依頼することにしました。対策前と比べると、物流セン

ターでの作業比率を１１％削減することができました。



反省と今後の課題です。

今回の活動を通して３部門の連携が重要であると確認できまし

たので、今後も継続して連携を取り、円滑な拠点支援を行って

いきます。

以上

仕入課での対策に対し、５４％の人が依頼しやすくなった、

６０％の人が配送漏れが減ったと回答いただいています。

物流センターでの対策に対し、９４％の人が見やすくなっ

た、８７％の人が意識が変わったと回答いただいています。

アンケートのまとめです。

アンケート回答者の半数以上の人が効果を実感しており、対策

について効果を感じています。マイナスな意見もありましたの

で、改善策に取り組んでいきます。

標準化です。

それぞれの対策を継続するために、今回実施した内容は担当

者を決め取り組んでいきます。

管理の定着です。

標準化されたことが守られているか確認するために、各項目担

当者を決めて確認を行っていきます。

サークルレベルの確認です。QC手法を学び、個人スキルも向

上しBゾーンに到達することができました。また活動の中で、

メンバーと活発に意見を出し合い、明るく楽しく進めること

ができました。


